




1 目的

　人工呼吸器を装着している障害児その他の日常生活を営むために医療を要する状態にある

障害児や重症心身障害児者等（以下「医療的ケア児等」という）が地域で安心して暮らして

いけるよう、医療的ケア児等に対する支援が適切に行える人材を養成することを目的として

実施します。

2 実施主体

　三重県

3 受託

　独立行政法人  国立病院機構  三重病院

4 研修日・会場

日程 実施日 内容 会場 形式

第１日目 令和7年 7月12日（土） 講義 三重病院　中央棟2階　大会議室 ハイブリッド

第２日目 令和7年 7月26日（土） 講義 三重病院　中央棟2階　大会議室 ハイブリッド

第３日目 令和7年 8月 2日（土） 講義 三重病院　中央棟2階　大会議室 ハイブリッド

第４日目 令和7年 8月29日（金） 演習 三重病院　中央棟2階　大会議室 対面

第５日目 令和7年 8月30日（土） 演習 三重病院　中央棟2階　大会議室 対面

5 受講対象者

（支援者養成研修は３日間の講義のみ　コーディネーター養成研修は５日間）

6 定員

　３５名

7 申込期限

　令和7年6月30日（月）  ただし定員に達した段階で応募を締め切らせて頂きます

8 研修内容

　別紙カリキュラムのとおり

令和7年度　医療的ケア児・者コーディネーター養成研修　実施要領

＊第１目～第５日目までの５日間

　相談支援専門員、保健師、訪問看護師等、今後、地域において医療的ケア児等の支援を

総合調整するコーディネーターの役割を担う予定のある者



9 受講申込み

　受講希望者は、二次元コードより申し込みをお願いします。

　受講の可否は７月3日（木）までにメールでお知らせいたします

10 研修についての注意事項

①修了証の発行は、５日間全てに出席された方のみ発行いたします。

　一部を欠席されたり、開始時間に１0分以上遅れた場合は、欠席扱いとします。

②コーディネーター養成研修では演習に伴い事例が必須となります。

（医療的ケア児に関わらず相談支援事例で可能）

11 受講料

　無料

12 所属事業所情報の公表

　三重県ホームページ等において、本研修修了者が所属する事業所等の情報を公表する

予定です。公表は、事業所の名称、所在地、連絡先（電話番号）を予定しており、

個人名は公表しません
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　受講申込については　三重病院　管理課　白井　TEL:059-232-2531

お問い合わせ先

　三重県子ども・福祉部　障がい福祉課　地域生活支援班　山本　TEL:059-224-2215



令和7年度　医療的ケア児・者支援者養成研修カリキュラム

＜目標＞

第1日目：令和7年7月12日（土） ハイブリッド（対面、オンライン）

担当者

8:30 - 8:50 三重病院　研修担当者

8:55 - 9:00 挨拶
三重県 障がい福祉課長
　深田　英伸　氏

2.医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律

3.医療的ケア児等コーディネーターに求められる役割

医療・保健

2.疾患の特徴　

3.生理　急変・緊急時の対応

4.急変・緊急時の対応

12:00 - 13:00

医療・保健

母子保健

訪問看護の仕組みと実際の活動

医療・保健

災害対策支援

医療・保健

小児在宅医療（在宅療養診療所）

15:00 - 15:10

ライフステージにおける支援

1.ライフステージにおける相談支援における必要な視点

2.児童期・学童期・移行期・成人期における支援

3.医療的ケアの必要性が高いこどもへの支援

第2日目：令和7年7月26日（土）　 ハイブリッド（対面、オンライン）

担当者

12:30 - 12:55 三重病院　研修担当者

福祉　保育　教育　労働

1.支援の基本的枠組み

2.福祉

3.虐待防止対策

4.教育

5.労働

6.家族支援（きょうだい児支援　就労支援）

7.遊び・保育

ライフステージにおける支援

NICUからの在宅移行支援

独立行政法人
国立病院機構三重病院

副院長
村田　博昭　氏

-

-

休憩

13:00 - 14:00
訪問看護

リハビリステーション桜
寺島　秀幸氏

14:00 14:30
みえキッズ＆ファミリーホーム

ケアクリニック

岩本　彰太郎　氏
14:30 15:00

昼休憩

10:00 -

 1.医療的ケアを必要とする障がい児・者の福祉、多職種連携等について基礎的知識の習得を目指す。

 2.本研修を通して、顔のみえる関係づくりを目指し、各専門職の支援における課題が明確にできる。

内容

 9:00 - 10:00

総論　
独立行政法人

国立病院機構三重病院
医療社会事業専門職
髙村　純子 氏

1.地域におけるこどもの発達と支援

受付

12:00

1.障害のあるこどもの成長と発達の特徴

15:10 - 16:25

独立行政法人
国立病院機構三重病院

療育指導室長
村松　順子　氏

内容

 13:00 - 14:30

独立行政法人
国立病院機構三重病院

療育指導室長
村松　順子　氏

受付

 14:35 - 16:05
クローバーの家　施設長
　　真弓　はるみ　氏

16:10 - 16:55

独立行政法人
国立病院機構三重病院

副看護師長
 細井　尚美　氏



第3日目：令和7年8月2日（土）　　 ハイブリッド（対面、オンライン）

担当者

8:35 - 8:55 三重病院　研修担当者

医療・保健

　歯科診療（在宅訪問含む）と口腔ケア

10:00 - 10:45 　体位変換/経管栄養法等（演示） 重心病棟看護師

地域支援体制整備

1.支援チーム作りと支援体制整備/支援チームを育てる

2.支援体制整備事例

12:30 - 13:30

地域支援体制整備

3.医療　保健　福祉　教育　労働の連携

4.地域の資源開拓・創出の方法

　資源把握、市町村・都道府県との連携

本人・家族の思いの理解

1.意思決定支援

2.ニーズアセスメント

3.ニーズ把握事例

本人・家族の思いの理解

1.本人・家族の思い

-

昼休憩

内容

受付

9:00 - 10:00 日常生活における支援

独立行政法人
国立病院機構三重病院
歯科口腔外科医長
松村　佳彦 氏

16:30 - 17:00
Restars

山根　春香 氏

調整中-15:00 16:30

-
なちゅらん四日市
相談支援レーヴ

　米本　俊哉 氏
13:30 14:50

（株）ジェネラス
訪問看護ステーション

ほたるいせ
　岡田　まり　氏

12:3011:00



第4日目：令和7年8月29日（金） 対面

担当者

8:35 8:55 三重病院　研修担当者

演習・計画作成

　演習のすすめかたの説明

　GW

　サービス利用計画・障害児支援利用計画作成

第5日目：令和7年8月30日（土） 対面

担当者

8:35 - 8:55 三重病院　研修担当者

演習・計画作成（続き）

　GW

　サービス利用計画・障害児支援利用計画作成

令和7年度　医療的ケア児・者コーディネーター養成研修カリキュラム

内容

受付

9:00
- 17:00

相談支援事業所　こだま
管理者 相談支援専門員

　　島　優子　氏

ファシリテーター
相談支援事業所　ブルーム
管理者　中野　健司　氏

クローバーの家　施設長
　　真弓はるみ　氏

障がい者総合相談支援センター
　そういん

　　中村 弘樹　氏

ナーシングホームもも　桑名
　　筒井　みどり　氏

三重大学附属病院
末藤　美貴　氏

総合相談センター　マーベル
福井　未来　氏

内容

受付

 9:00 - 17:00

相談支援事業所　こだま
管理者 相談支援専門員

　　島　優子　氏

ファシリテーター
相談支援事業所　ブルーム
管理者　中野　健司　氏

クローバーの家　施設長
　　真弓はるみ　氏

障がい者総合相談支援センター　そういん
　　中村 弘樹　氏

ナーシングホームもも　桑名
　　筒井　みどり　氏

三重大学附属病院
末藤　美貴　氏

総合相談センター　マーベル
福井　未来　氏

17:00 - 17:10 挨拶
三重県 障がい福祉課
地域生活支援班長

藤谷　琢史氏


